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は
じ
め
に

　

近
年
公
表
さ
れ
た
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
「
秦
律
令
（
貳
）」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
竹
簡
が
含
ま
れ
て
い
る
（
１
）。

黔
首
有
子
而
更
取
（
娶
）
妻
、
其
子
非
不
孝
殹
（
也
）、
以
其
後
妻
故
、
告
殺
・
䙴
（
遷
）
其
子
、
以
如
此
者
、
盡
傳
其
所
以
告
〼

（
第
二
〇
八
簡
）
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「
秦
律
令
（
貳
）」
は
主
に
「
令
」
の
條
文
を
内
容
と
す
る
（
２
）。
本
簡
も
下
部
こ
そ
欠
け
て
い
る
も
の
の
、
内
容
は
や
は
り
法
律
の
條
文

の
ご
と
く
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
中
に
「
不
孝
」
と
い
う
語
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
以
前
、
秦
漢
律
に
お
け
る

不
孝
罪
の
成
立
要
件
に
つ
い
て
檢
討
し
た
が
（
３
）、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、
本
簡
に
對
す
る
檢
討
ま
で
行
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿

で
は
こ
の
第
二
〇
八
簡
に
對
し
て
檢
討
し
、
前
稿
の
補
足
と
す
る
。

第
一
節　

第
二
〇
九
簡
と
の
關
係

　

第
二
〇
八
簡
の
檢
討
へ
入
る
前
に
、
ま
ず
第
二
〇
九
簡
と
の
關
係
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
「
秦
律
令
（
貳
）」
は
『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡　

伍
』
に
收
録
さ
れ
て
い
る
が
、
同
書
で
は
第
二
〇
八
簡
の
次
に
第
二
〇
九
簡
と
し
て
、

吏
自
佐
以
上
毋
敢
罰
黔
首
。
不
從
令
者
、
貲
二
甲
、
免
。　

十
七

と
記
さ
れ
た
竹
簡
が
排
列
さ
れ
て
い
る
。
陶
磊
氏
は
、
第
二
〇
九
簡
の
「
吏
自
佐
以
上
」
は
第
二
〇
八
簡
の
「
傳
其
所
以
告
」
に
つ
い

て
述
べ
た
も
の
で
、
そ
の
主
旨
は
、
民
が
そ
の
子
を
殺
す
よ
う
、
あ
る
い
は
遷
刑
に
處
す
る
よ
う
求
め
て
は
な
ら
な
い
場
合
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
求
め
て
き
た
場
合
、
そ
の
状
況
を
佐
か
ら
順
次
上
官
へ
報
告
し
、
そ
の
報
告
に
對
す
る
上
官
の
回
答
が
出
さ

れ
る
ま
で
は
、
勝
手
に
民
を
罰
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
と
す
る
（
４
）。

つ
ま
り
、
氏
の
解
釋
に
よ
る
と
、
本
條
は
第
二
〇
八
簡
と

第
二
〇
九
簡
の
二
本
に
渉
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
周
知
の
通
り
少
な
く
と
も
秦
・
漢
の
法
律
用
語
で
は
、「
罰
」

は
「
罰
金
」
な
ど
の
ご
と
く
、
比
較
的
輕
微
な
犯
罪
に
對
す
る
處
罰
を
意
味
す
る
（
５
）。

法
律
の
條
文
に
お
い
て
死
刑
の
ご
と
き
重
刑
を

「
罰
」
と
呼
ん
だ
と
は
考
え
が
た
い
。
む
し
ろ
、
第
二
〇
九
簡
の
内
容
は
第
二
〇
八
簡
と
無
關
係
の
ご
と
く
に
見
え
る
。

　

さ
ら
に
い
え
ば
、
第
二
〇
八
簡
の
次
に
第
二
〇
九
簡
が
本
當
に
排
列
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
確
證
が
持
て
な
い
。「
秦
律
令

（
貳
）」
の
整
理
者
に
よ
る
と
、
同
篇
の
竹
簡
羣
は
第
一
組
〜
三
組
に
分
類
可
能
で
あ
り
、
本
來
は
各
組
が
一
卷
の
册
書
と
し
て
編
綴
さ
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れ
て
い
た
ご
と
く
で
あ
る
（
６
）。
第
二
〇
八
簡
・
二
〇
九
簡
は
こ
れ
ら
の
う
ち
第
二
組
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
二
組
の
排
列
は

復
元
の
根
據
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
幅
の
信
頼
を
置
け
る
も
の
な
の
か
疑
問
の
餘
地
が
な
い
で
も
な
い
。

　

以
上
か
ら
、
第
二
〇
九
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
條
文
は
、
第
二
〇
八
簡
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
第
二
〇
八
簡
の
條
文

は
第
二
〇
八
簡
と
そ
の
失
わ
れ
た
下
部
で
完
結
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
第
二
〇
八
簡
の
次
に
は
第
二
〇
九
簡
以
外
の
竹
簡
が
排
列
さ

れ
、
そ
の
竹
簡
に
續
き
が
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
節　

第
二
〇
八
簡
の
法
律
効
果
と
欠
損
部
分

　

以
上
の
確
認
を
終
え
た
う
え
で
、
第
二
〇
八
簡
の
檢
討
に
入
ろ
う
。
曹
旅
寧
氏
は
、
本
條
は
親
が
子
の
不
孝
を
濫
り
に
告
す
る
こ
と

を
防
止
す
る
た
め
の
規
定
で
あ
り
、
父
が
後
妻
を
娶
っ
た
た
め
に
子
を
遷
刑
に
處
す
る
よ
う
、
あ
る
い
は
殺
す
よ
う
告
し
た
場
合
、
官

署
は
こ
れ
を
愼
重
に
處
置
す
べ
き
こ
と
を
定
め
た
條
文
と
す
る
（
７
）。

　

そ
こ
で
、
改
め
て
本
條
を
見
る
と
、
ま
ず
末
尾
の
「
盡
傳
其
所
以
告
」
以
下
は
本
條
の
法
律
効
果
を
定
め
た
部
分
で
あ
ろ
う
。「
告
」

字
の
下
部
以
降
、
竹
簡
自
體
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
い
か
な
る
文
が
續
い
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、「
盡
傳
其
所
以
告
」

自
體
は
「
告
の
内
容
を
全
て
送
る
」
の
意
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
は
推
測
と
な
る
が
、
お
そ
ら
く
最
初
に
事
件
の
審
理

に
あ
た
っ
た
縣
・
道
が
、
告
の
内
容
を
郡
へ
送
り
、
判
斷
を
委
ね
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
似
た
よ
う
な
制
度
は
張
家
山
漢

簡
二
年
律
令
に
も
見
え
る
。「
興
律
」
に
（
８
）、

縣
道
官
所
治
死
罪
及
過
失
・
戲
而
殺
人
、
獄
已
具
、
勿
庸
論
、
上
獄
屬
所
二
千
石
官
。
二
千
石
官
令
毋
害
都
吏
復
案
、
問
（
聞
）

二
千
石
官
。
二
千
石
官
丞
謹
掾
、
當
論
、
乃
告
縣
道
官
以
從
事
。（
第
三
九
六
簡
・
三
九
七
簡
）

と
あ
り
、
縣
・
道
が
死
罪
あ
る
い
は
「
過
失
殺
人
」
や
「
戲
殺
人
」
に
あ
た
る
事
案
を
審
理
し
た
場
合
、
判
決
を
下
さ
ず
、
そ
の
縣
・

（208）
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道
が
所
屬
す
る
郡
へ
審
理
の
結
果
を
報
告
す
る
。
郡
は
都
吏
に
再
度
審
理
さ
せ
、
郡
へ
報
告
さ
せ
る
。
郡
守
と
郡
丞
が
そ
の
報
告
を
審

査
し
、
處
罰
す
べ
き
と
判
斷
し
た
場
合
、
縣
・
道
へ
告
知
し
て
判
決
を
下
し
、
刑
罰
を
執
行
さ
せ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
煩
雜
な
手
續
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
が
被
疑
者
と
被
害
者
の
人
命
に
か
か
わ
る
事
案
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
第
二

〇
八
簡
で
も
同
樣
の
意
圖
に
よ
り
、
こ
れ
に
類
す
る
手
續
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
三
節　
「
黔
首
…
…
以
如
此
者
」
は
法
律
要
件
か

　

次
に
、
本
條
の
う
ち
冒
頭
か
ら
「
以
如
此
者
」
ま
で
は
、
普
通
に
考
え
れ
ば
法
律
要
件
を
定
め
た
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
果
し
て
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
假
に
「
以
此
如
者
」
ま
で
が
法
律
要
件
と
す
る
と
、
本
條
の
大
意
は
次
の

通
り
に
な
ろ
う
。

　

民
に
子
が
あ
っ
て
新
た
に
妻
を
娶
り
、
子
に
不
孝
の
行
い
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
妻
の
た
め
に
子
を
殺
す
よ
う
、
あ
る

い
は
遷
刑
に
處
す
る
よ
う
告
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
告
の
内
容
を
こ
と
ご
と
く
（
郡
へ
）
送
り
…
…
。

　

こ
の
解
釋
に
よ
る
と
、
本
條
の
主
旨
は
、
子
が
不
孝
に
あ
た
る
行
爲
を
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
父
が
後
妻
を
迎
え
た

た
め
に
子
を
告
し
、
こ
れ
を
殺
す
あ
る
い
は
遷
刑
に
處
す
る
よ
う
求
め
た
場
合
、
父
の
要
求
を
認
め
る
か
否
か
は
愼
重
に
判
斷
す
べ
き

こ
と
を
定
め
た
も
の
と
な
る
。
逆
に
い
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
父
の
要
求
自
體
は
必
ず
し
も
禁
止
さ
れ
て
お
ら
ず
、
愼
重
な
審
理
の
結

果
、
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
え
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
で
は
、
子
が
不
孝
に
あ
た
る
行
爲
を
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
父
が
後
妻
を
原
因
と
せ
ず
に
子
を
告
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
扱
わ

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
本
條
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
新
た
に
後
妻
を
迎
え
た
た
め
、
前
妻
な
ど
の
子
が
邪
魔
と
な
り
、
こ
れ

を
殺
す
よ
う
あ
る
い
は
遷
刑
に
處
す
る
よ
う
求
め
る
と
い
う
事
態
が
當
時
し
ば
し
ば
發
生
し
、
國
家
が
こ
れ
を
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
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い
と
判
斷
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
本
條
は
こ
の
よ
う
な
父
の
要
求
を
愼
重
に
審
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
を
多
少
な
り
と
も
保
護
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
子
が
不
孝
に
あ
た
る
行
爲
を
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
父
が
後
妻
を
原
因
と
せ
ず
に
子
を
告

し
た
場
合
、
本
條
の
法
律
要
件
に
は
一
致
し
な
い
の
で
、
本
條
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
後
妻
の
ゆ
え
と
い

う
、
子
を
保
護
す
べ
き
事
由
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
子
が
本
條
よ
り
も
よ
い
處
遇
を
受
け
ら
れ
る
は
ず
は
な
い
。
よ
っ
て
こ
の
場

合
、
子
は
無
罪
と
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
父
の
要
求
が
そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

　

す
る
と
結
局
、
當
時
の
法
律
で
は
本
條
の
前
提
と
し
て
、
子
が
不
孝
に
あ
た
る
行
爲
を
し
て
い
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
親
は
子
を
告

し
、
こ
れ
を
殺
す
あ
る
い
は
遷
刑
に
處
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
遷
刑
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
不

孝
に
あ
た
る
事
由
が
な
く
て
も
、
子
を
殺
す
よ
う
要
求
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
以
下
の
條
文
に
見
ら
れ
る
通
り
、
不
孝
罪
を

設
け
る
こ
と
自
體
が
無
意
味
に
な
っ
て
し
ま
う
。

〔
一
〕
子
牧
殺
父
母
、
毆
詈
泰
父
母
・
父
母
・
叚
（
假
）
大
母
・
主
母
・
後
母
、
及
父
母
告
子
不
孝
、
皆
棄
市
。（
二
年
律
令
「
賊
律
」、

第
三
五
簡
）

〔
二
〕
律
曰
（
中
略
）
不
孝
者
、
棄
市
。（
張
家
山
漢
簡
「
奏
讞
書
」
案
例
二
一
、
第
一
八
〇
簡
〜
一
八
二
簡
）

　

そ
れ
ゆ
え
、「
以
如
此
者
」
ま
で
を
法
律
要
件
と
見
る
解
釋
は
成
り
立
ち
が
た
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、「
以
如
此
者
」
ま
で
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
、「
以
如
此
者
」
の
前
ま
で
は
、
法
律
要
件
を

い
う
も
の
で
は
な
く
、
當
時
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
形
式
は
、
秦
・
漢
の
「
令
」
に
は
よ
く

見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
二
年
律
令
「
津
關
令
」
に
は
、

□
、
制
詔
相
國
・
御
史
、
諸
不
幸
死
、
家
在
關
外
者
、
關
發

（
索
）
之
、
不
宜
。
其
令
勿

（
索
）。
具
爲
令
。
相
國
・
御
史

請
關
外
人
宦
・
爲
吏
若
䌛
（
徭
）
使
・
有
事
關
中
、
不
幸
死
、
縣
道
若
屬
所
官
謹
視
收
斂
、
毋
禁
物
、
以
令
若
丞
印
封
櫝
槥
、
以
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印
章
告
關
。
關
完
封
出
、
勿

（
索
）。
櫝
槥
中
有
禁
物
、
視
收
斂
及
封
者
、
與
出
同
罪
。
●
制
曰
、
可
。（
第
五
〇
〇
簡
・
五
〇

一
簡
、
第
四
九
九
簡
）

と
い
う
條
文
が
見
え
る
。
冒
頭
の
部
分
に
は
「
皇
帝
が
相
國
・
御
史
へ
制
詔
を
下
す
。『
あ
る
者
が
死
亡
し
、
そ
の
家
が
關
中
の
外
に

あ
る
場
合
、
關
所
で
は
棺
を
發
い
て
檢
査
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
よ
ろ
し
く
な
い
。
檢
査
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
、
こ
れ

を
「
令
」
と
せ
よ
』」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
要
す
る
に
皇
帝
が
相
國
・
御
史
に
對
し
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
制
度
の
問
題
點
を
指
摘
し
、

そ
れ
を
改
め
る
よ
う
命
令
を
下
す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
次
に
、
相
國
・
御
史
は
皇
帝
に
對
し
て
改
正
案
を
提
示
し
、
皇
帝
が

そ
れ
を
裁
可
す
る
と
い
う
文
言
で
終
わ
っ
て
い
る
。

　

先
述
の
通
り
、
第
二
〇
八
簡
は
「
秦
律
令
（
貳
）」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
同
篇
は
主
に
令
の
條
文
を
内
容
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

本
條
も
令
の
條
文
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
秦
・
漢
の
「
律
」
の
條
文
で
は
一
般
に
法
規
範
と
し
て
必
要
最
小
限
の
こ
と
し
か

記
さ
れ
て
い
な
い
の
に
對
し
、
令
の
條
文
に
は
制
定
の
日
付
・
理
由
、
制
定
に
至
る
審
議
の
過
程
、
皇
帝
の
裁
可
な
ど
、
法
規
範
以
外

の
事
項
も
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
第
二
〇
八
簡
に
は
「
以
如
此
者
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
法
規
範
と
し
て
必
要
最
小
限

の
表
現
と
は
い
え
ず
、
本
條
が
令
の
條
文
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
二
〇
八
簡
に
お
い
て
當
時
の
現
状
を
述
べ
る
部

分
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

そ
こ
で
、「
以
如
此
者
」
の
前
ま
で
が
當
時
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
す
る
と
、
第
二
〇
八
簡
の
主
旨
は
次
の
よ
う
に
解
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
（
近
頃
、）
民
に
子
が
あ
っ
て
新
た
に
妻
を
娶
り
、（
本
當
は
）
子
に
不
孝
の
行
い
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
妻
の
た
め
に

（
子
に
不
孝
の
行
い
が
あ
る
と
し
て
）
子
を
殺
す
よ
う
、
あ
る
い
は
遷
刑
に
處
す
る
よ
う
告
す
る
（
者
が
い
る
。
そ
こ
で
、
今
後
は
）

こ
の
よ
う
に
（
新
た
に
妻
を
娶
っ
た
民
が
子
を
殺
す
よ
う
、
あ
る
い
は
遷
刑
に
處
す
る
よ
う
告
し
た
）
場
合
、
告
の
内
容
を
こ
と
ご
と
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く
（
郡
へ
）
送
り
、（
本
當
に
不
孝
に
あ
た
る
行
爲
が
あ
っ
た
の
か
否
か
、
再
度
審
理
せ
よ
。）

　

以
上
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、
子
が
不
孝
に
あ
た
る
行
爲
を
し
て
い
た
場
合
に
限
り
、
親
は
子
を
告
し
、
殺
す
あ
る
い
は
遷
刑
に
處

す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

第
四
節　

不
孝
罪
の
法
定
刑
と
遷
刑
と
の
關
係

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
今
度
は
次
の
よ
う
な
矛
盾
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
掲
〔
一
〕
で
は
「
父
母
告
子
不

孝
、
皆
棄
市
」
と
あ
り
、
父
母
が
子
の
不
孝
を
告
し
た
場
合
、「
棄
市
」（
斬
首
）
に
處
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、〔
二
〕
で

は
「
律
曰
（
中
略
）
不
孝
者
、
棄
市
」
と
あ
り
、
不
孝
罪
全
般
が
棄
市
に
處
さ
れ
る
ご
と
く
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
二
〇

八
簡
を
以
上
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
親
は
子
の
不
孝
を
理
由
と
し
て
、
遷
刑
に
處
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
も
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、〔
一
〕
と
〔
二
〕
で
は
な
ぜ
「
父
母
が
子
の
不
孝
を
告
し
た
場
合
、
棄
市
あ
る
い
は
遷
刑
に
處
す
る
」
の

よ
う
な
規
定
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
〔
一
〕
と
〔
二
〕
は
漢
初
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
對
し
、
第
二
〇
八
簡
は
秦
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
秦
で
は
漢
初

と
異
な
り
、
棄
市
の
他
、
遷
刑
に
處
さ
れ
る
不
孝
罪
も
設
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
秦
で
も
遷
刑
が
不

孝
罪
の
法
定
刑
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
史
料
も
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
睡
虎
地
秦
簡
「
封
診
式
」
に
は
親
が
子
を
告
し
、
こ

れ
を
殺
す
よ
う
、
あ
る
い
は
遷
刑
に
處
す
る
よ
う
求
め
た
例
が
見
え
る
（
９
）。

〔
三
〕
䙴
（
遷
）
子　

爰
書
、
某
里
士
五
（
伍
）
甲
告
曰
、
謁
鋈
親
子
同
里
士
五
（
伍
）
丙
足
、
䙴
（
遷
）
蜀
邊
縣
、
令
終
身
毋
得
去
䙴

（
遷
）
所
。
敢
告
。
告
灋
（
廢
）
丘
主
、
士
五
（
伍
）
咸
陽
才
（
在
）
某
里
曰
丙
、
坐
父
甲
謁
鋈
其
足
、
䙴
（
遷
）
蜀
邊
縣
、
令
終

身
毋
得
去
䙴
（
遷
）
所
。
論
之
、
䙴
（
遷
）
丙
如
甲
告
、
以
律
包
。（
第
四
六
簡
〜
四
八
簡
）
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〔
四
〕
告
子　

爰
書
、
某
里
士
五
（
伍
）
甲
告
曰
、
甲
親
子
同
里
士
五
（
伍
）
丙
不
孝
、
謁
殺
。
敢
告
。
即
令
令
史
己
往
執
。
令
史
己

爰
書
、
與
牢
隸
臣
某
執
丙
、
得
某
室
。
丞
某
訊
丙
、
辭
曰
、
甲
親
子
、
誠
不
孝
甲
所
。
毋
它
坐
辠
。（
第
五
〇
簡
・
五
一
簡
）

　
〔
四
〕
で
は
甲
が
子
丙
を
「
不
孝
」
で
告
し
、
こ
れ
を
殺
す
よ
う
求
め
て
い
る
。
一
方
、〔
三
〕
で
は
甲
が
子
丙
を
告
し
、
遷
刑
に
處

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。〔
三
〕
で
は
不
孝
と
い
う
語
が
一
切
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
坐
父
甲
謁
鋈
其

足
、
䙴
（
遷
）
蜀
邊
縣
、
令
終
身
毋
得
去
䙴
（
遷
）
所
」
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
は
丙
の
罪
状
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
罪
状
が

不
孝
に
あ
た
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
に
不
孝
と
い
う
語
が
記
さ
れ
て
い
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
史
記
』
卷
一
一
八
衡
山

列
傳
に
も
、

王
后
徐
來
亦
坐
蠱
殺
前
王
后
乘
舒
、
及
太
子
爽
坐
王
告
不
孝
、
皆
弃
市
。

と
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〔
三
〕
に
お
い
て
そ
れ
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
親
が
子
を
遷
刑
に
處
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
は
不
孝

罪
と
關
係
が
な
く
、
秦
で
も
遷
刑
は
不
孝
罪
の
法
定
刑
で
は
な
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
い
え
ば
、
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
「
秦
律
令
（
壹
）」
に
は
（
（1
（

、

〔
五
〕
子
殺
傷
毆
詈
・
牧
殺
父
母
（
（1
（

、
父
母
告
子
不
孝
、
及
奴
婢
殺
傷
毆
・
牧
殺
主
・
主
子
父
母
、
及
告
殺
、
其
奴
婢
及
子
亡
已
命
而
自

出
者
、
不
得
爲
自
出
。（
第
一
三
簡
・
一
四
簡
）

と
あ
り
、
二
年
律
令
「
賊
律
」
に
は
、

〔
六
〕
賊
殺
傷
父
母
、
牧
殺
父
母
、
歐
（
毆
）
詈
父
母
、
父
母
告
子
不
孝
、
其
妻
子
爲
收
者
、
皆
錮
、
令
毋
得
以
爵
償
・
免
除
及
贖
。

（
第
三
八
簡
）

と
い
う
法
律
の
條
文
が
見
え
る
。〔
五
〕
は
第
二
〇
八
簡
と
同
じ
く
、
秦
の
法
律
の
條
文
で
あ
る
が
、
漢
初
の
條
文
で
あ
る
〔
一
〕・

〔
六
〕
と
は
規
定
の
内
容
が
異
な
る
も
の
の
、
列
擧
さ
れ
て
い
る
犯
罪
は
〔
一
〕・〔
六
〕
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
少
な
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く
と
も
〔
一
〕・〔
六
〕
で
列
擧
さ
れ
て
い
る
犯
罪
は
、
漢
律
で
は
死
刑
に
あ
た
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
（
（1
（

。
よ
っ
て
、〔
一
〕
で
列
擧
さ

れ
て
い
る
「
父
母
告
子
不
孝
」
も
死
刑
を
法
定
刑
と
す
る
犯
罪
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
不
孝
罪
と
遷
刑
の
關
係
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
親
が
子
を
告
し
、
遷
刑
に
處
す
る
よ
う

求
め
る
こ
と
は
、
子
の
不
孝
を
要
件
と
す
る
が
、
そ
れ
は
「
不
孝
者
、
棄
市
」
や
「
父
母
告
子
不
孝
、
皆
棄
市
」
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る

不
孝
罪
と
は
別
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
遷
刑
の
場
合
、
不
孝
は
成
立
要
件
に
過
ぎ
ず
、
罪
名
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
不
孝
に
あ
た
る
行
爲
を
子
が
行
っ
た
場
合
、
親
は
不
孝
を
理
由
と
し
て
、
子
を
棄
市
に
處
す
る
よ
う
求
め
る

こ
と
も
で
き
れ
ば
、
遷
刑
に
處
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
も
で
き
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
不
孝
罪
の
法
定
刑
は
事
實
上
棄
市
と
遷
刑

で
あ
っ
た
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
律
上
は
親
が
子
を
殺
す
よ
う
求
め
た
場
合
が
不
孝
罪
で
あ
っ
て
、
親
が
遷
刑
を
求

め
る
以
上
は
、
當
時
の
法
律
で
い
う
と
こ
ろ
の
不
孝
罪
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

結　

語

　

前
稿
で
は
、
不
孝
罪
の
法
定
刑
は
棄
市
で
あ
っ
た
と
理
解
し
た
が
、
以
上
の
檢
討
に
よ
れ
ば
、
第
二
〇
八
簡
も
こ
の
理
解
と
矛
盾
す

る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
本
簡
の
檢
討
か
ら
は
、
も
う
一
つ
の
問
題
が
浮
上
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
前
稿
で
は
、
不
孝
罪
は
原
則
と

し
て
父
母
の
告
が
あ
る
こ
と
を
成
立
要
件
と
す
る
と
結
論
づ
け
た
が
、
父
母
の
告
さ
え
あ
れ
ば
不
孝
罪
が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
第
二
〇
八
簡
の
主
旨
に
つ
い
て
、
本
當
に
不
孝
の
行
い
が
あ
っ
た
か
否
か
、
國
家
が
愼
重
に
判
斷
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
推

測
し
た
が
、
こ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
不
孝
罪
は
父
母
の
告
だ
け
で
は
必
ず
し
も
成
立
せ
ず
、
客
觀
的
に
見
て
不
孝
の
行
い
が
あ
る

こ
と
も
成
立
要
件
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
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注（
１
）
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
「
秦
律
令
（
貳
）」
の
簡
番
號
・
釋
文
は
陳
松
長
編
『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡　

伍
』（
上
海
辭
書
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）

に
よ
っ
た
。

（
２
）『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡　

伍
』
前
言
參
照
。

（
３
）
拙
稿
「
秦
漢
律
に
お
け
る
不
孝
罪
の
成
立
要
件
と
父
母
の
「
告
」」（『
中
央
學
院
大
學
法
學
論
叢
』
第
三
三
卷
第
一
號
、
二
〇
一
九
年
）

參
照
。
な
お
、
筆
者
は
同
稿
の
結
語
に
お
い
て
、「
唐
律
の
不
孝
に
含
ま
れ
る
諸
犯
罪
は
、
父
母
の
告
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
」
と
述
べ
た

が
、「
供
養
有
闕
」
の
罪
の
み
は
父
母
の
告
を
成
立
要
件
と
す
る
の
で
、
こ
れ
は
不
正
確
な
表
現
で
あ
っ
た
。「
唐
律
の
不
孝
に
含
ま
れ
る
諸

犯
罪
は
、
必
ず
し
も

0

0

0

0

父
母
の
告
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
」
と
訂
正
し
た
い
。

（
４
）
陶
磊
「
讀
《
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
》（
五
）
劄
記
」（
簡
帛
網
、http://w

w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.php?id=3184

、
二
〇
一
八

年
）
參
照
。

（
５
）『
説
文
解
字
』
刀
部
に
「
罰
、
辠
之
小
者
」
と
あ
る
。

（
６
）『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡　

伍
』
前
言
參
照
。

（
７
）
曹
旅
寧
「
嶽
麓
秦
簡
（
伍
）
中
侵
犯
尊
親
屬
犯
罪
資
料
」（
簡
帛
網
、http://w

w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.php?id=3049

、
二

〇
一
八
年
）、「
嶽
麓
秦
簡
與
秦
律
令
行
用
問
題
」（
簡
帛
網
、http://w

w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.php?id=3037

、
二
〇
一
八
年
）

參
照
。

（
８
）
張
家
山
漢
簡
の
簡
番
號
・
釋
文
は
陳
偉
・
彭
浩
・
工
藤
元
男
編
『
二
年
律
令
與
奏
讞
書
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
に
よ
っ

た
。

（
９
）
睡
虎
地
秦
簡
の
簡
番
號
・
釋
文
は
陳
偉
編
『
秦
簡
牘
合
集　

釋
文
注
釋
修
訂
本
』（
壹
）（
武
漢
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
に
よ
っ

た
。

（
10
）
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡
「
秦
律
令
（
壹
）」
の
簡
番
號
・
釋
文
は
陳
松
長
編
『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡　

肆
』（
上
海
辭
書
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）

に
よ
っ
た
。

（
11
）「
牧
殺
父
母
」、「
牧
殺
主
」
の
「
牧
」
は
、『
嶽
麓
書
院
藏
秦
簡　

肆
』
の
釋
文
で
は
い
ず
れ
も
「
投
（
殳
）」
に
作
る
が
、
何
有
祖
氏
の
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解
釋
に
從
っ
て
改
め
た
。「
讀
嶽
麓
秦
簡
肆
札
記
（
一
）」（
簡
帛
網
、http://w

w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.php?id=2492

、
二
〇
一

六
年
）
參
照
。

（
12
）〔
一
〕
で
は
末
尾
に
「
皆
棄
市
」
と
あ
る
の
で
、
列
擧
さ
れ
て
い
る
全
て
の
犯
罪
が
死
刑
に
處
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま

た
、〔
六
〕
の
う
ち
「
牧
殺
父
母
」
以
下
は
、〔
一
〕
に
お
い
て
棄
市
に
處
さ
れ
る
犯
罪
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。「
賊
殺
傷
父
母
」
に
つ
い
て

は
二
年
律
令
「
賊
律
」
に
「
子
賊
殺
傷
父
母
、
奴
婢
賊
殺
傷
主
・
主
父
母
妻
子
、
皆
梟
其
首
市
」（
第
三
四
簡
）
と
あ
り
、「
梟
首
」（
斬
首

し
た
後
、
頭
部
を
さ
ら
す
）
に
處
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
科
學
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
中
國
漢
魏
晉
南
北
朝
期
の
刑
罰
法
規
に
お
け
る
不
道
・
不
敬
・
不
孝
な
ど
の
罪
目

に
對
す
る
研
究
」（
課
題
番
號18K

01223

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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